
Ｖｅｒ１．２３

入力信号： ＨＤ－ＳＤＩ、ＤＶＩ－Ｄ

入力信号： ＶＩＤＥＯ、Ｓ-ＶＩＤＥＯ

※記録時間は映像によって変動いたします。

※推奨品は、リリース時期により変動いたします。

動作確認済み
I/O　DATA
　HDPT-UTSシリーズ １ＴＢ HDPT-UTS1

２ＴＢ HDPT-UTS2

　HDPT-UTシリーズ １ＴＢ HDPT-UT1
２ＴＢ HDPT-UT2

 
　HDPC-UTシリーズ １ＴＢ HDPC-UT1.0

２ＴＢ HDPC-UT2.0

　HDPH-UTシリーズ １ＴＢ HDPH-UT1
２ＴＢ HDPH-UT2

※２ＴＢを超える ポータブルＨＤＤは、推奨できません。  

    動作が不安定、パソコンで認識しない等の不具合が出る可能性があります

MDR-600HD
メディカルビデオレコーダ

動画 記録時間

推奨 記録メディア
２０２1．１２ 現在

２０２０．４ 以降の新機

２０２０．４ 以降の新機

２０２０．４ 以降の新機



よくある質問よくある質問 メディア／データ

本体USB 本体USB にて

必ず、本体USB



よくある質問 画像/操作

本体 前面

※ 注意 1080p 入力は可能ですが、記録するフレーム数が、 ３０フレーム に限定されます



Ｑ ： これまで問題なく使用していた 外付け ＵＳＢデバイスを接続したところ、 画面に
    「本当にフォーマットしますか？」というメッセージ が表示された。

メッセージが出た後、 ＵＳＢデバイスを フォーマット「しない」を 選択した場合、ＵＳＢデバイスは
認識されず エラー表示となり ＵＳＢデバイスへの記録はされません。

Ａ ： ＵＳＢデバイスを接続し直すことにより正常に認識することが有ります。

Ａ ： ＵＳＢデバイスのファイルシステムに矛盾が生じている場合に表示することがあります
この場合には、当該ＵＳＢを取外しパソコンの ディスクチェックツールを用いて、ファイル整合性
チェックと 修復作業を行ってください。

※ 注意  メッセージが出た後、 ＵＳＢデバイスを フォーマット「する」を 選択した場合は、
  すべてのデータが消去されてしまいますので十分注意してください。

Ｑ ： 記録した動画データが パソコン上で 一部のデータが再生できない。

Ａ ： 記録終了後、「ＣＬＯＳＥ」 ボタンを押さずに 電源を落した、ＵＳＢアクセス中に  ＵＳＢ
デバイスを取外した等により 正しく終了処理が行われなかったことが原因と考えられます。

内蔵ＨＤＤ から、該当データをＵＳＢにコピーして、再生可能か 試してください。

※ 注意  記録終了後は、必ず 「ＣＬＯＳＥ」 ボタンを押し 終了処理を行った後、電源を落して
下さい。

Ｑ ： 外付け ＵＳＢデバイスへの記録が 途中で停止したり、記録したファイルが見えない
    又は、再生できない現象が発生した。

Ａ ： ＵＳＢデバイスのファイルシステムに矛盾が生じたことによる記録障害の可能性が有ります
パソコンのディスクチェックツールを用いて、ファイル整合性チェックと 修復作業を行ってください。

※ お使いのパソコンにより、修復方法は異なりますので、パソコンの ファイルの検索ツールで
  「ディスクチェック」を 検索してください。

Ｑ ： 記録ボタンを押したのに 記録アイコンや記録時間が表示されないことがある。

Ａ ： 記録した ＵＳＢデバイスに パソコン等で、ファイルを追加・削除を加えた場合に、接続後
最初の記録の際 発生することが有ります。

本機が ＵＳＢデバイスチェックを行った後、問題がなければ正常復帰します
復帰には、20秒から2分前後、時間を要しますので しばらくお待ちください。
録画ボタンのＬＥＤランプは（橙）に点灯  遅れて 画面上の表示を開始します

※ 表示は遅れますが、バックグラウンドで記録を行っていますので、電源を切らずにお待ちください

Ｑ ： 内蔵ＨＤＤの残量が ゼロになり、記録が継続できなくなった。

Ａ ： メニューの 「詳細設定－２」の「起動時 ＨＤＤ消去」設定が、「消去しない」になっている
この場合、初期設定の 「１００ＧＢｙｔｅ確保」 に設定しなおしてください。
電源起動時に、空き容量が、約１００ＧＢになるように 古いフォルダーから順に消去します。

上記設定にもかかわらず残量がゼロに なった場合、連続して通電運用していないか確認します
残量確保の処理作業は電源起動時のみ行いますので、 運用終了後は、電源を落してください。

よくある質問 トラブル対処



ＭＥレコーダー
メディカルレコーダー

Ｑ： レコーダ本体に録画ができない

Ａ： 内蔵のハードディスク容量が一杯になっていて、設定が「消去しない」になっていませんか。
「ＭＥＮＵ」→「詳細な設定」→「起動時ＨＤＤ消去」で、以下を選べます。

消去しない ⇔ 200GB確保 ⇔ 100GB確保 ⇔ 50GB確保 ⇔ 24時間以上前 ⇔ 1週間以上前

Ｑ： 「消去しない」以外が設定されているのに録画ができない

Ａ： お急ぎの場合は電源のリセットをお試しください。
改善しない場合は内蔵データをＵＳＢ１又はＵＳＢ２から外部のＨＤＤにコピー（※１）してから、
内蔵ＨＤＤのフォーマット（※２）を実施してください。フォーマット後は内蔵データは全て消去されます。

※１ ＜コピーの仕方＞
「ＭＥＮＵ」→「詳細な設定」→「内蔵ＨＤＤからのコピー」でコピー先（ＵＳＢ１又はＵＳＢ２又は両方）
を選んで実行してください。
詳細はマニュアルをご参照ください。

※２ ＜フォーマットの仕方＞
「ＭＥＮＵ」→「詳細な設定」→「記録デバイス初期化」→「内蔵ＨＤＤ」を選択しフォーマットを実行
してください。
改善しない場合は販売店にお問い合わせください。

推奨 内蔵ＨＤＤは１か月に１回、誤動作防止の為フォーマットを実施する事をお勧めします。
推奨 ご使用後は電源のシャットダウンをしてください。連続通電はトラブルの元になります。

Ｑ： エラーメッセージが出る

Ａ： エラー番号300/500/600番台は電源リセットで復旧する可能性が有ります。

Ｑ： 前面ボタンの操作が一切効かない

Ａ： 外付けポータブルハードディスクのデータに、ＰＣに繋いだ時に意図せず入ってしまうデータなどにより、
読み込みに時間が掛かる事が有ります。読み込み中は前面操作が効かない事が有ります。
この場合、長い時は１５分ほど操作不能になりますが、その後処理が終われば
自動復旧する事が有ります。

Ａ： 前面「ＳＴＡＮＤＢＹ／ＯＮ」ボタンを数秒長押しし電源が落ちない場合は、背面のブレーカー
（シーソースイッチ）をＯＦＦ→ＯＮしてください。
改善する可能性は有りますが、その時録画中だった記録は残っていない場合が多く、
正常に記録されていたはずの内蔵データも壊れる可能性が有り、お客様の責任において実施願います。

Ｑ： 外付けポータブルＨＤＤが認識されない

Ａ： 池上通信機が推奨するポータブルＨＤＤをご使用ください。
推奨品
Ｉ－Ｏ　ＤＡＴＡ HDPT-UTSシリーズ HDPC-UTシリーズ

HDPT-UTシリーズ HDPH-UTシリーズ

Ａ： フォーマット形式がＦＡＴ３２フォーマットではない場合、ＭＤＲ－６００ＨＤのＵＳＢ１/２に接続時に
フォーマット要求の吹き出しが出ます。これを無視すると認識されません。
また、パスワード保護機能付き、耐衝撃タイプ等の付加機能の有る物は避けてください。

Ｑ： モニターに出てくるレコーダ子画面に表示されている残量等の不要な表示を消したい

Ａ： レコーダの画面向かって右下にある　 ボタンを約２秒長押し毎に

ＯＮ→ＯＦＦ→ＩＣＯＮ→ＯＮ→・・となります。

←　　　　　　内蔵ＨＤＤの残容量を確保して記録し続ける設定　　　　　　→

一般的な設定（お勧め設定）

よくある質問　トラブル処理

ＰＡＴＩＥＮＴ

ＩＮＦＯ
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